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『
在
京
大
名
細
川
京
兆
家
の

　
政
治
史
的
研
究
』

　
戦
国
期
研
究
は
活
況
を
呈
す
る
分
野
の
ひ
と
つ

で
あ
る
が
、
中
央
権
力
を
真
っ
向
か
ら
扱
っ
た
研

究
書
は
存
外
に
少
な
い
。
当
該
分
野
の
研
究
史
上

で
は
、
当
時
の
中
央
権
力
で
あ
る
室
町
幕
府
の
主

導
者
は
足
利
将
軍
家
と
細
川
京
兆
家
と
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
が
個
別
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
の
だ
が
、
著

者
の
博
士
論
文
を
原
形
と
す
る
本
書
は
そ
の
両
者

を
対
象
と
す
る
点
で
貴
重
な
成
果
と
書
え
よ
う
。

以
下
、
構
成
に
沿
っ
て
内
容
を
紹
介
し
た
い
。

　
ま
ず
、
序
章
で
は
、
戦
国
期
の
足
利
将
軍
家
や
、

細
川
県
単
家
な
ど
の
幕
政
に
関
与
し
た
大
名
に
対

す
る
研
究
史
を
整
理
し
た
上
で
、
「
幕
府
儀
礼
」

「
京
兆
軍
奉
行
人
奉
書
」
「
在
京
大
名
」
「
幕
庸
政

策
」
と
い
っ
た
本
書
で
の
重
要
な
論
点
を
研
究
史

上
の
問
題
点
に
引
き
付
け
て
導
き
出
す
。

　
第
一
章
「
戦
国
期
の
幕
府
儀
礼
と
重
用
京
兆

家
」
で
は
、
戦
国
期
の
代
表
的
な
幕
府
儀
礼
と
し

て
猿
楽
興
行
と
大
名
邸
御
成
、
将
軍
家
元
服
儀
礼

を
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
幕
府
儀
礼
が

身
分
序
列
の
形
成
や
権
力
の
所
在
を
誇
示
す
る
機

能
を
有
し
た
と
評
価
し
、
「
在
京
大
名
扁
の
力
関

係
を
示
す
指
標
と
捉
え
る
。

　
第
二
章
「
細
川
京
兆
家
奉
行
人
奉
書
に
よ
る
幕

政
の
補
完
と
代
行
」
で
は
、
対
象
文
書
を
網
羅
的

に
収
集
し
た
上
で
、
そ
の
発
給
契
機
や
機
能
な
ど

を
詳
細
に
分
析
し
、
細
川
家
奉
行
人
奉
書
は
幕
府

政
治
を
補
完
す
る
役
割
を
有
し
て
お
り
、
既
存
の

幕
府
組
織
と
は
別
個
に
存
在
し
た
下
締
家
独
自
の

政
治
機
構
に
よ
り
発
給
さ
れ
た
と
し
て
そ
の
独
自

性
を
評
価
す
る
。

　
第
三
章
「
義
植
後
期
・
義
晴
前
期
の
幕
府
政
治

と
細
川
高
国
」
で
は
、
幕
府
政
治
の
運
営
形
態
に

着
目
し
、
鉢
植
在
任
期
に
お
け
る
政
策
決
定
の
実

態
と
、
続
く
義
晴
期
に
お
け
る
将
軍
御
所
移
転
の

遂
行
過
程
を
検
討
す
る
。
そ
の
結
果
、
前
者
で
は
、

義
植
の
将
軍
職
復
帰
を
契
機
と
し
て
幕
政
運
営
の

主
導
権
が
将
軍
か
ら
「
在
京
大
名
扁
に
移
っ
た
こ

と
を
、
後
者
で
は
、
細
川
高
國
た
だ
ひ
と
り
が
こ

の
時
期
の
幕
府
政
治
を
主
導
し
た
こ
と
を
解
き
明

か
す
。

　
最
後
に
終
章
で
は
、
以
上
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、

細
川
京
兆
家
当
主
と
し
て
「
高
国
家
権
力
」
の
性

格
規
定
を
行
う
と
と
も
に
、
本
書
の
骨
格
と
も
言

え
る
「
在
京
大
名
」
の
概
念
を
提
示
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
書
の
特
徴
は
、
幕
府
制
度
上

に
明
確
な
位
置
づ
け
は
な
い
も
の
の
恒
常
的
に
在

京
し
戦
国
期
の
幕
府
政
治
に
参
与
し
て
い
た
大
名

を
「
在
京
大
名
」
と
概
念
化
し
、
そ
の
活
動
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
幕
府
政
治
史
上
に
位
置

付
け
た
点
に
あ
る
。
従
来
、
将
軍
権
力
と
大
名
と

で
個
別
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
戦
圖
期
幕
府
を
構
造

的
に
把
握
す
る
こ
と
に
本
書
の
主
眼
が
置
か
れ
て

お
り
、
著
者
の
意
気
込
み
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。

　
な
お
、
本
書
の
樽
成
上
の
特
徴
と
し
て
、
著
者

は
、
初
出
時
の
原
題
や
体
裁
に
拘
ら
ず
に
本
書
全

体
の
論
旨
に
沿
っ
て
既
発
表
論
文
を
再
編
す
る
労

を
惜
し
ま
な
い
が
、
欲
を
言
う
な
ら
ば
、
新
稿
・

既
発
表
稿
の
区
別
や
初
出
一
覧
を
付
記
し
て
い
た

だ
け
る
と
あ
り
が
た
か
っ
た
。

　
近
年
、
戦
国
期
幕
府
政
治
史
研
究
は
日
進
月
歩

の
進
展
を
見
せ
る
が
、
将
軍
権
力
や
幕
府
周
辺
の

大
名
を
個
別
に
扱
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
論
点
が
分

散
化
す
る
と
い
う
問
題
を
は
ら
む
。
こ
れ
に
対
し

本
書
は
、
「
在
京
大
名
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

幕
府
政
治
に
参
加
す
る
大
名
を
描
き
出
し
、
彼
ら

と
将
軍
と
の
相
互
関
係
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
戦

国
期
の
室
町
幕
府
像
を
巨
視
的
に
把
握
す
る
視
角

を
提
示
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
本
書
は
今

後
の
研
究
史
上
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
一
冊
と

な
る
だ
ろ
う
。
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『
地
図
か
ら
読
む
江
戸
時
代
』

　
江
戸
時
代
に
限
る
と
は
い
え
、
日
本
図
の
流
れ

を
新
書
で
読
め
る
の
は
、
お
そ
ら
く
、
織
田
武
雄

先
生
が
講
談
社
現
代
新
書
で
『
地
図
の
歴
史
　
日

本
篇
喚
（
～
九
七
一
年
）
を
出
し
て
以
来
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。

　
た
だ
、
本
書
は
単
な
る
日
本
図
の
流
れ
で
は
な

い
。
「
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
日
本
図
や
そ
の
作

製
に
携
わ
っ
た
人
々
に
焦
点
を
当
て
、
時
期
ご
と

に
ど
の
よ
う
な
日
本
図
が
流
布
し
て
い
た
の
か
、

そ
し
て
そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
日
本
像
が
読
み
取

れ
る
の
か
」
（
二
一
七
頁
）
を
主
眼
に
置
き
、
伝

統
か
ら
の
脱
却
、
～
七
世
紀
前
半
の
日
本
像
、
江

戸
時
代
中
期
の
日
本
図
、
地
図
を
正
す
、
新
た
な

日
本
像
の
展
開
、
の
五
章
で
そ
れ
が
展
開
さ
れ
る
。

　
従
来
、
江
戸
時
代
の
日
本
図
を
語
る
に
は
、
幕

府
翠
煙
本
図
と
伊
能
図
、
前
代
の
地
図
作
製
者
で

あ
る
行
基
（
行
基
が
日
本
図
を
製
作
し
た
か
ど
う

か
の
議
論
は
さ
て
お
き
）
、
江
戸
時
代
中
期
に
お

け
る
石
川
流
宣
、
そ
し
て
後
期
の
長
久
保
赤
水
を

軸
に
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
れ

に
加
え
て
上
杉
氏
は
、
自
身
の
研
究
成
果
（
『
江

戸
知
識
人
と
地
図
漏
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二

〇
一
〇
年
）
に
基
づ
き
、
森
幸
安
と
小
津
栄
貞

（
本
居
宣
長
）
を
加
え
て
論
じ
る
（
第
四
章
）
ほ

か
、
地
図
を
介
し
た
当
時
の
知
識
人
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る
。
確
か
に
、
森
と
本

居
か
ら
は
、
日
本
図
製
作
に
対
す
る
思
想
的
な
背

景
を
看
取
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、

彼
ら
の
製
作
し
た
日
本
図
は
手
描
き
図
で
あ
り
、

巷
問
に
出
回
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で

は
、
「
流
布
扁
と
は
言
い
難
く
、
世
間
一
般
が
認

識
し
て
い
た
日
本
図
（
像
）
で
は
な
い
。
た
だ
、

日
本
図
作
製
に
携
わ
っ
た
人
物
を
広
く
紹
介
す
る

こ
と
は
、
意
義
を
認
め
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
地
図
製
作
と
い
え
ば
、
カ
ル
ト
グ
ラ
フ

ァ
ー
に
と
ど
ま
ら
ず
、
板
元
に
つ
い
て
論
じ
る
の

は
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
流
皆
目

本
図
（
『
本
朝
図
鑑
綱
目
漏
）
の
板
元
網
羅
屋
太
兵

衛
、
赤
水
日
本
図
（
噸
改
正
日
本
輿
地
路
程
全

図
聴
）
の
板
元
浅
野
（
藤
麗
）
弥
兵
衛
を
取
り
上

げ
、
臼
本
図
に
限
ら
ず
、
世
界
図
を
視
野
に
入
れ

て
、
販
売
戦
略
を
論
じ
て
い
る
。
こ
の
論
に
よ
っ

て
、
当
時
の
目
本
図
も
含
め
た
地
図
の
流
れ
が
、

よ
り
理
解
を
図
れ
る
の
で
あ
る
。
浅
野
と
赤
水
の

繋
が
り
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
浅
野
は
赤
水
日
本
図
の

他
に
、
『
大
日
本
国
指
掌
図
幅
や
異
な
る
日
本
図

の
板
木
株
を
取
得
し
て
い
る
（
噸
文
化
九
年
板
木

総
目
録
蝕
）
。
こ
の
こ
と
を
言
及
す
る
必
要
は
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
些
か
論
旨
が
飛
躍
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
点

も
散
見
さ
れ
る
が
、
紙
数
の
都
合
上
、
日
本
図
に

関
わ
っ
て
、
気
に
な
っ
た
点
を
数
カ
所
あ
げ
て
お

く
こ
と
に
し
た
い
Q

　
～
つ
は
、
「
流
宣
日
本
図
が
刊
行
さ
れ
た
後
、

北
以
外
を
上
と
し
た
構
図
を
持
つ
日
本
図
は
現
れ

な
く
な
っ
た
。
（
略
）
流
宣
日
本
図
の
イ
メ
ー
ジ

が
社
会
に
定
着
し
た
結
果
、
日
本
図
の
北
は
上
と

い
う
暗
黙
の
理
解
が
広
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
意
外
に
注
嗣
さ
れ
て
い
な
い
事
実
で
あ
る
が
、

日
本
像
の
展
開
と
し
て
き
わ
め
て
重
要
な
変
化
」

（～

O
〇
頁
）
と
す
る
が
、
そ
れ
は
ど
う
で
あ
ろ

う
。
例
え
ば
、
本
書
所
収
の
林
子
平
の
咽
三
国
通

覧
輿
地
路
程
金
図
』
は
刊
記
か
ら
す
れ
ば
東
が
上

で
あ
り
、
翠
堂
廊
の
『
臼
本
輿
地
金
図
聴
（
嘉
永
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